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○○○○○  

Dogs and cats kept as pets are generally metabolic syndrome due to excessive eating 

and lack of exercise. About half of pet owners consider pet diets. We thought that it would 

be possible to develop a pet food for diets using konjac, a local resource from Gunma. The 

improvement was repeated while making a pet food one by one, and a total of 3 types of 12 

pet food were finally produced. As a result, the gel-type food was more desirable than the 

dry-type and the half-wet type food, and the gel strength of 0.7-0.8% konjac glucomannan 

was most suitable. And, among the beef, pork, chicken and bonito-flavored food, the 

bonito-flavored food was the best. In addition, the gel-type food was supplemented with 

functional oligosaccharides that can be expected to improve the intestinal flora. Foods 

containing 10% or more oligosaccharides may be better to demonstrate functionality.  
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1 はじめに 

1980 年代から 1990 年代にかけてペットブームが起き，

犬や猫などは非常に愛着が持たれる存在となった 1)．少

子化なども影響して，ペットは飼い主にとって家族同然

の存在に変わってきた．家族の一員としての捉え方が浸

透するにつれ，飼い主はペットにお金や手間をかけるよ

うになった．そのため，ペット関連産業の業界は広がり

を見せてきている 1)．  

ペットフード協会の「全国犬猫飼育実態調査」による

と 2)，犬の飼育頭数は減少傾向にあるが，猫の飼育頭数

はほぼ横ばいで安定して推移している(Fig.1)．2017 年

に，猫が犬の飼育頭数を初めて上回っている 3)． 

 

 

Fig.1 Changes in the number of dogs and cats reared. 

 

犬の飼育頭数が減少した原因として，共働き世帯や単

身世帯者が増えたこと，住宅が狭くて犬が走り回る場所

を確保できないこと，吠える声で近所から苦情を受ける

ことなどが挙げられる．新規にペットを飼い始める際に，

犬よりも猫の方が好まれる傾向が出ている 1)． 

ペットの平均寿命は犬が 14.3 歳，猫が 15.3 歳である
2)．ペットの寿命が延びるにつれ，ペットへの健康に対

する意識が高まっている．高齢ペット用フードとして食

べやすいジェルタイプや不足しがちな栄養分補給用など，

高付加価値化したフードが開発されてきている 1)． 

近年，小型ペット(小型犬や猫など)に人気が移ってい

ることの影響で，日本のペットフードの流通量は 2005

年以降減少し続けている(Fig.2)．一方，ペットフードの

出荷額は 2007 年以降増大に転じている(Fig.2)．この出

荷額の増大はペットに対する健康管理意識の高まりが影

響して，単価の高い保健的な機能性フードや嗜好性重視

のグルメフードが注目されるようになったためと考えら

れる 4),5)．また，犬用と猫用という種別タイプのフード

も発売されており，ユーザーから一定の支持が得られて

いる 6)．このように，「家族化」の進行に伴うペットフー

ドの多様化が進んでいる 3)． 

 

Fig.2  Changes in distribution volume and shipping 

amount of pet foods in Japan. 



 
 

 

犬と猫は全国で約 1855 万頭いると言われている 2)．

この数は，15 歳未満の子供より多く，65 歳以上の高齢

者より少ないが，極めて多いと考えられる 3)．登録され

ている犬 890 万頭 2) の大半は，好きな食べ物を満足する

ほど与えられているため，メタボリックシンドローム(メ

タボ)である．飼い主に対するダイエット調査でも，24%

の人が「痩せさせたい」，32%の人が「犬のダイエットに

挑戦したことがある」と応えている．このように，犬だ

けではなくペットの大半がカロリー摂取過多で肥りすぎ

ていると考えられる．近年のペット飼育状況は「家族化」

「小型化」「高齢化」そして「肥満化」がキーワードであ

る．今日，特定保健用食品(トクホ)がブームとなってい

ることも影響し，ペットフードにおいても機能性を謳う

フードが多数出回るようになった．たとえば，デンタル

ケア，消化吸収改善，アレルギー対応，毛玉ケア，尿路

疾患対策，食欲増進，体重管理，ストレスケアなど様々

なものがある 7)．しかしながら，その多くは機能性がヒ

トや実験動物(マウスやラットなど)で確認された素材を

用いているものが大半で，犬や猫を用いて機能性を再度

確認したものは数少ない． 

ペットフードに関する特許出願の多くは「肥満」「排

泄物臭気」をターゲットとしている 8)． このような事

情も鑑み，本研究では「こんにゃく」に注目して，ペッ

トの肥満を解消するフードを開発することを目指す．群

馬県はこんにゃく芋の生産量が日本一で，96%以上を占

めている 8)．こんにゃく芋の主成分は，グルコースとマ

ンノースが約 2:3 の割合で β-1,4 結合した高分子多糖の

グルコマンナンである 9),10)．このコンニャクグルコマン

ナン(KGM)は水溶性の食物繊維であり，ダイエットの定

番素材であるとされてきた．そのダイエット効果は，①

胃の中で水分を吸収して膨らんで満腹感が得られること，

②胃の中に長時間留まって満腹感が持続すること，③脂

肪の吸収を阻害すること，④脂肪の排泄を促進すること，

⑤腸内細菌で分解されて短鎖脂肪酸が生じることなどに

よると考えられている 11)．以上のような機能に期待し，

群馬産の KGM を用いて，カロリー吸収を抑えて腸内細

菌叢を改善するダイエット用ペットフードを試作するこ

とを行った． 

 

2 KGM を配合したペットフードの作製 

3 タイプ（ドライ，ウエット，ジェル）12 種類の KGM

フードを試作し，ヒトおよび犬猫による試食を行い，ペ

ットフードとしての善し悪しを判断する． 

2・1 材料と方法 

2・1・1 ドライタイプの KGM ペットフードの試作 

ドライタイプのフードは Fig.3 に示すように調製した．

まず，2.8%KGM(群馬県産)，5.9%大豆粉末，3.2%おか

ら粉末，0.3%カルシウムの配合にしたものを，80-90℃

のお湯で溶解してから凝固させた．次に，その凝固物を

カットしてから，10%ビーフ・ポーク混合エキス液に入

れ，100℃で 10 分間煮上げた後，そのまま一晩漬け込ん

だ．最後に，その味付けしたものを 24 時間乾燥させて

からレトルト殺菌して，ドライフードとした(Fig.5A)．

比較対照として，3.5%スパイスを加えたドライタイプの

フードも試作した(Fig.5B)．スパイス無のドライフード

の成分については，群馬産業技術センターに依頼して決

定した． 

 

 

Fig.3  Manufacturing process of dry and wet-type pet foods. 

 

2・1・2 ウエットタイプの KGM ペットフードの試作 

ドライタイプのフードと同じ配合に調製したものを

凝固させ，その凝固物をカットして 5%の割合のチキン

エキス粉末をまぶしてからレトルト殺菌し，ウエットフ

ードとした．比較対照として，ウエットフードを少し乾

燥させたハーフウエットタイプのフードも試作した

(Fig.5C)．スパイス無のハーフウエットフードの成分に

ついては，登録衛生検査機関である株式会社アルプに依

頼して決定した． 

2・1・3 ジェルタイプの KGM ペットフードの試作 

 液状スティックタイプのおやつである「CIAO ちゅ〜

る」は，ペットの食いつきの良さから大変なブームとな

っている 13)．「CIAO ちゅ〜る」のようなジェルタイプ

の KGM フーズを作製することにした(Fig.5D-L)．Table 

1 に，試作した 9 種類のジェルタイプフード D-L の組成

を示す． 

 

Table 1  Components of gel-type pet foods. 

 
GOS, galacto-oligosaccharides (オリゴメイト 55NP); 

IMO, isomalto-oligosaccharides (イソマルト 500). 



 
 

 

まず，0.24%KGM・10%ガラクトオリゴ糖(GOS, ヤク

ルト薬品工業)・1.8%ビーフエキスの配合に調製し，レ

トルト殺菌したジェルフードを作った(Table 1:フード

D, Fig.5D)．次に，KGM 配合量とチキン味を検討する

目的で，1.7%KGM，3.3%KGMあるいは 0.70%KGMに，

8.6%GOS・チキンエキスを配合したフードを作製した 

(Table 1:フード E-G, Fig.5E-G)． 

さらに，KGM 量と GOS 量，カツオ味と魚醤，酸性

pH 化を検討するため，Fig.4 に示す手順でジェルフード

を作製した．具体的な調製としては，35-40℃のぬるま

湯に 0.7-3.3%KGM とゲル化剤(0.33-0.50%ゲルメイト

PC, 0.10-0.14%ミニット S)を溶解し 15 分間放置した．

それに，酸味料(0.6%乳酸, 0.1%クエン酸三ナトリウム)

を加えてから 50℃にし，さらにカツオエキス(ボニコン, 

キッコーマン食品)を加えて 85℃にしてから冷却した．

それをレトルト殺菌して，GOS 含有の KGM ジェルフー

ドとした(Table 1:フード H-K, Fig.5H-K)．また，比較対

照として，Fig.4 に示す同様な手順で調製したイソマル

トオリゴ糖(IMO, 日研化学) を含有した KGM ジェルフ

ードも作製した(Table 1:フード L, Fig.5L)． 

 

 
Fig.4  Manufacturing process of gel-type pet foods. 

 

2・2 結果と考察 

2・2・1 ドライタイプの KGM ペットフード 

Fig.5A と 5B に，試作したドライタイプのフードを示

した．スパイス無とスパイス有のフードを試食したとこ

ろ，スパイス有の方はスパイスがかなり強めで，ビーフ

ジャーキーのような味と食感があって大変美味しかった．

ヒトも食べられるペットフード 12) として，位置付けら

れると考えられた．しかしながら，ペットにはスパイス

無の方が刺激物が少なく良いのではないかと思われた．

実際に，犬に試食させてみたところ，スパイス無も有も

問題なく食べる犬もいたが，そうでない犬もいた．これ

は，犬が個々に持つ偏食性によるものであろう． 

2・2・2 ウエットタイプの KGM ペットフード 

ウエットとハーフウエット(Fig.5C)のフードは，非常

に柔らかく食べやすい印象であった．これらのフードは，

その柔らかさから高齢ペットのフード 1) として適応可

能であろうと思われた．また，ドライフードの場合と同

様に，犬による試食では，食べる食べないがまちまちで

あった．これらの結果は，さらなる色々な風味・食感の

フードの検討が必要であることを示していると思われる． 

 

 

Fig.5  12 types of KGM pet foods.  

A, dry-type; B, spiced dry-type; C, half wet-type; D, 

0.24% KGM gel-type; E, 1.7% KGM gel-type; F, 3.3% 

KGM gel-type; G, 0.7% KGM gel-type; H, 3.3% KGM/  

8.6% GOS gel-type; I, 0.7% KGM/11.2% GOS gel-type; 

J, 0.8% KGM/13.3% GOS gel-type; K, non-KGM/13.3% 

GOS gel-type; L, 0.7% KGM/11.1% IMO gel-type.  

 

 Table 2 に，ドライとハーフウエットフードの成分分

析の結果を示す．ハーフウエットフードの水分は 85.7%

で，元々の水分割合である 83.2%と違いがなかった．こ

のことは，ウエットフードと同じ状態であることを示し

ている．また，その食物繊維の値をドライフードの値と

水分比率から計算すると，3.7%であると見積もられた．

元々の KGM 比率が 2.8%であることから，大豆粉とおか

ら粉由来の食物繊維は約 1%であると試算される． 

 

Table 2  Components of non-spiced dry 

  and half-wet pet foods. 

 



 
 

 

 通常のこんにゃくの KGM 含量は 2.0-2.3%である．ウ

エットフードが 3.7%の食物繊維を含むことは，下痢等が

起きない程度のちょうどいい割合ではないかと思われる．

一方，ドライフードには 18.7%の食物繊維が含まれてい

た．この結果からすると，そのまま主食としてこのペッ

トフードを与えると，副作用が出るリスクがあると想像

される．主食フードに混ぜて，サプリメントとして使用

する方が無難であろうと思われた． 

2・2・3 ジェルタイプの KGM ペットフード 

固形のドライとウエットのフードを試食で比較する

ために，まずはビーフ味のジェルフードを作製した

(Table1:フード D, Fig.5D)．べたべた感が出ることを抑

えるために，KGM の配合量はかなり少なめ(0.24%)にし

た．また，ゲル化剤や KGM の成型性を向上させるため

に，GOS をかなり多め(10%)に添加した． 

 次なる KGM ジェルフードの条件検討として，ビーフ

味以外の味付けと KGM 配合量の増加を行った．チキン

味でKGM配合量をかなり多め(1.7%と 3.3%)にしたフー

ドを作製した(Table1:フード E と F, Fig.5E と 5F)．試作

した 1.7%と 3.3%の KGM ジェルフードは，市販の

「CIAO ちゅ〜る」の硬さと比較すると，明らかに硬か

った．犬猫に与えると，のどを詰まられる危険性がある

ように思われた． 

 ジェル強度として「CIAO ちゅ〜る」と同程度になる 

試作品を作製することにした．チキン味の 0.7%KGM・ 

8.6%GOS の試作フード(Table1:フード G, Fig.5G)は，市 

販ちゅ〜るより少し硬めであった．ジェルを押し出して 

も垂れないちょうどよい硬さで，手を汚さずにフードを 

与えられる利点がある．KGM 0.7%付近のジェル強度が， 

最も使い勝手のよいフードを作製する上で重要であるこ 

とがわかった． 

 肉系の味付けフードしか試作していなかったので，魚 

系の味付けフードを作ることとした．魚系の方が出汁に 

なる旨味成分が豊富で，習慣性を持たせる成分があるよ 

うに思われた．さらに，魚系の機能を向上させるために 

魚醤も隠し味で加えることにした．カツオ味の 3%KGM 

・8.6%GOS (Table1:フード H, Fig.5H)と 0.7% KGM・  

11.2%GOS (Table1:フード I, Fig.5I)の 2 種類のジェルフ 

ードを作製した．これらを試食してみたところ，カツオ 

味の方が明らかに出汁の効いた深い味わいがあった．こ 

の味の深みには魚醤の添加が効いていると思われる．ま 

た，犬猫に与えたところ，肉系のフードよりも明らかに 

食いつきが良い感触であった． 

 以上のような試行錯誤の条件検討の結果，ジェルフー 

ドは KGM の配合が 0.7%付近であり，カツオ味の味付け 

が良いことがわかった．基本的に，KGM フードという 

よりはオリゴ糖フードとなっている．オリゴ糖には，整 

腸，抗う蝕，ミネラル吸収促進，抗酸化，免疫賦活，ア 

ポトーシス誘導，コレステロール・中性脂肪低減，血糖 

値調節，肝機能改善，肥満抑制などの機能があり 14)，ト 

クホ認定されているものが多い．よって，試作したジェ 

ルフードは，そのオリゴ糖効果を持つペットフードとし 

て機能しえると考えられた． 

2・2・4 ジェルタイプの犬猫試験用の KGM ペット 

フード 

 フード作製で良いと判断された条件に沿って，3 種類 

の KGM ジェルフードを作製した．1 つ目はカツオ味の 

KGM 有である GOS フーズ(0.8%KGM・13.3%GOS 

(Table1:フード J, Fig.5J))である．2 つ目はカツオ味の 

KGM 無の GOS フーズ(13.3%GOS (Table1:フード K,  

Fig.5K))である． 

 フード J の KGM 有の GOS ジェルフードの成分結果

を Table 3 に，フード K の KGM 無の GOS ジェルフー

ドの成分結果を Table 4 に，それぞれ示した．KGM 有

のフード J の方が KGM 無のフード K より，炭水化物

量だけが 2%高かった．この結果は，フード J とフード

K の違いがKGMの有無の違いだけであることを正確に

示している．フード J とフード K で犬猫試験を実施し

て，その結果を相対的に比較することにより，含有する

KGM の機能性を明らかにすることができるであろう．

また，配合量の多い GOS の機能性については，両フー

ドで共通する機能として明らかにできると思われる． 

 

Table 3  Components of gel-type KGM pet foods 

containing GOS. 

 

Table 4  Components of gel-type non-KGM pet foods 

containing GOS. 

 

3 つ目は KGM 有の IMO フーズ (0.7%KGM・11.1%  

IMO (Table1:フード L, Fig.5L))である．このフード L と 

フード J で犬猫試験を実施して，その結果を相対比較す 

ることで，含有する GOS あるいは IMO の機能性を明ら 

かにできると考えられる． 

 

4  まとめ 

本研究で，各種タイプ(ドライ，ウエット，ハーフウ

エット，ジェル) ，各種風味(ビーフ，ポーク，チキン，



 
 

 

カツオ，魚醤)を検討してきたことで，以下のことが明ら

かとなった． 

① ドライフードはヒトも食べられるペットフードと

して，また食物繊維含量が高いことからダイエッ

ト用のペットフードサプリとして，価値がある． 

② ウエットやハーフウエットのフードは高齢ペット

用のダイエットサプリとして，価値がある． 

③ ジェルフードは大変食いつきも良く，またオリゴ

糖の含量が高いことから腸内環境改善用のペット

フードサプリとして，非常に価値がある． 

 

5  おわりに 

KGM ペットフードの試作を終えて，改善すべきこと

が 1 つある．タイトルにもある KGM の機能を持つフー

ドを作れたかという疑問である．本研究で試作した犬猫

試験に用いる予定のジェルフードには，KGM が

0.7-0.8%しか含有されていない．含有率を上げられない

理由は，KGM が平均分子量 100 万以上の高分子 15)であ

るからである．機能を発揮させるには KGM が少なすぎ

る感がある．KGM がまだトクホ認定されていないのも，

含量を多くできない事情が関係しているのかもしれない．

KGM 含量を高くするには低分子化する必要がある．実

際に，KGM を低分子化して腸管免疫効果を上昇させた

り 16)17)18)，オリゴ糖まで分解してプレバイオティクス効

果をアップさせる報告が出ている 19)20)．このように，

KGM の低分子化を視野に入れ，群馬県の地域資源であ

るコンニャクグルコマンナンを主役とした機能性ペット

フードを開発することが，いま求められていると感じて

いる． 
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